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本
稿
は
、「
具
平
親
王
集
」
に
お
い
て
詠
歌
状
況
お
よ
び
人
間
関

係
が
不
明
な
「
女
御
殿
」
と
具
平
親
王
の
贈
答
歌
に
つ
い
て
考
察

す
る
。

　

考
察
対
象
の
断
簡
の
本
文
を
『
新
編
私
家
集
大
成
』（
注
二
）（
新

編
補
遺
、
十
・
十
一
）に
よ
っ
て
示
す
。

　

女
御
殿

お
も
ひ
や
る
心
し
き
み
を
は
な
れ
ね
は
と
ほ
き
ほ
と
ゝ
も
お

ほ
え
さ
り
け
り

　

御
返
事　

宮

よ
ろ
つ
よ
を
行
す
ゑ
と
ほ
く
い
の
れ
は
や
は
る
か
に
の
み
は

　
「
宮
」（
注
三
）と
記
さ
れ
る
具
平
親
王
の
返
歌
は
結
句
が
欠
落
し

て
い
る
。「
女
御
殿
」
の
歌
、
具
平
親
王
の
返
歌
と
も
に
他
の
資

料
に
見
え
ず
、
詠
歌
事
情
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、「
女
御
殿
」

が
誰
で
あ
る
か
も
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
和
歌
の
贈
答
時
期
も
わ

は
じ
め
に

　

具
平
親
王
は
村
上
天
皇
の
第
七
皇
子
で
あ
り
、
平
安
中
期
の
文

化
人
で
あ
る
。
漢
詩
文
で
は
『
本
朝
文
粋
』『
本
朝
麗
藻
』『
和
漢

朗
詠
集
』
な
ど
に
作
品
を
残
す
。
和
歌
で
は
『
拾
遺
和
歌
集
』
以

下
の
勅
撰
集
に
四
十
二
首
が
入
集
し
、『
公
任
集
』
に
も
和
歌
が

所
収
さ
れ
る
な
ど
、
平
安
中
期
の
文
芸
サ
ロ
ン
で
の
活
躍
が
注
目

さ
れ
る
。

　

具
平
親
王
自
身
の
家
集
は
完
本
と
し
て
は
伝
存
し
て
い
な
い
。

伝
寂
然
筆
「
具
平
親
王
集（
中
務
親
王
集
）」
と
し
て
断
簡
が
残
っ

て
お
り
、『
私
家
集
大
成
』
の
十
葉
と
『
新
編
私
家
集
大
成
』
補

遺
の
十
六
葉
が
広
く
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
も
新
出

資
料
の
発
見
が
続
い
て
い
る（
注
一
）。

　
「
具
平
親
王
集
」
は
贈
答
歌
が
主
な
内
容
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら

浮
か
び
あ
が
る
人
物
の
相
関
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
は
平
安
中
期

の
文
学
サ
ロ
ン
の
形
成
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
具
平
親
王
集
」
の
「
女
御
殿
」
を
め
ぐ
っ
て

小
原
み
と
希
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こ
の
歌
は
、
遠
く
に
旅
立
つ
人
に
対
し
て
自
分
の
相
手
へ
の
思

い
は
物
理
的
距
離
を
障
害
と
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

も
の
へ
ゆ
く
人
に

思
ひ
や
る
心
し
さ
き
に
た
ち
ぬ
れ
ば
と
ま
る
わ
が
身
は
あ
る

か
ひ
も
な
し
」

 

「
兼
輔
集
」（
注
五
）（
九
五
）

　

こ
れ
も
、
遠
方
へ
行
く
人
を
思
う
心
が
我
が
身
を
離
れ
て
し
ま

う
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
の
歌
に
お
い
て
も
身
と
心
が
離

れ
る
こ
と
を
「
お
も
ひ
や
る
」
を
用
い
て
表
現
す
る
。「
具
平
親

王
集
」
の
「
女
御
殿
」
の
歌
に
お
い
て
も
、
心
と
身
の
関
係
は
意

識
さ
れ
て
い
る
。「
お
も
ひ
や
る
」
と
「
と
ほ
き
ほ
ゝ
」
と
い
う

言
葉
の
関
係
か
ら
み
て
、「
女
御
殿
」
と
具
平
親
王
は
遠
く
隔
て

ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
具
平
親
王
の
返
歌
。

　
「
よ
ろ
つ
よ
を
行
す
ゑ
と
ほ
く
い
の
れ
は
や
」
に
共
通
す
る
表

現
は
、「
元
輔
集
」（
注
六
）に
長
寿
を
祝
い
祈
る
賀
の
歌
と
し
て
数

首
見
え
る
。
た
と
え
ば
「
延
喜
二
年
十
二
月
九（
マ
マ
）、
太
政
大
臣
の
七

十
賀
の
屛
風
」
に
、

　
　
　
　

ふ
ゆ

こ
む
ら
さ
き
ち
し
ほ
の
や
ま
の
ふ
か
け
れ
は
ゆ
く
す
ゑ
と
ほ

か
っ
て
い
な
い
。
こ
の
二
首
の
和
歌
を
取
り
上
げ
、
以
下
の
三
点

を
解
明
し
た
い
。

①　

欠
落
し
た
結
句
の
内
容
の
推
定
を
行
う
。

②　
「
女
御
殿
」
が
誰
で
あ
る
か
を
特
定
す
る
。

③　

和
歌
の
贈
答
が
さ
れ
た
時
期
を
絞
り
込
む
。

　
「
女
御
殿
」
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
具
平
親
王
周
辺
の
人
間
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
「
具
平
親
王
集
」
の
収
載
歌
が
具

平
親
王
の
何
歳
く
ら
い
か
ら
何
歳
く
ら
い
ま
で
に
わ
た
っ
て
い
る

か
を
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

一　

贈
答
歌
の
意
味

　

和
歌
の
内
容
を
概
括
す
る
。
ま
ず
は
「
女
御
殿
」
の
和
歌
。

　
「
お
も
ひ
や
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
自
分
と
は
距
離
の
あ
る
人

物
の
も
と
へ
思
い
を
向
け
る
表
現
で
あ
る
。

　

と
ほ
く
ま
か
り
け
る
人
に
餞
し
侍
る
所
に
て 

橘
直
幹

思
ひ
や
る
心
ば
か
り
は
さ
は
ら
じ
を
何
へ
だ
つ
ら
ん
峰
の
白

雲

 

『
後
撰
和
歌
集
』（
注
四
）（
巻
第
十
九　

離
別 
 

　

羇
旅
、
一
三
〇
六　

一
三
〇
七
）
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ま
む
と
思
え
ば（
三
五
六
）

内
侍
の
か
み
の
右
大
将
ふ
ぢ
は
ら
の
朝
臣
の
四
十
賀
し

け
る
時
に
、
四
季
の
ゑ
か
け
る
う
し
ろ
の
屛
風
に
か
き

た
り
け
る
う
た

か
す
が
の
に
わ
か
な
つ
み
つ
つ
よ
ろ
づ
世
を
い
は
ふ
心
は
神

ぞ
し
る
ら
む（
三
五
七
）

　
「
よ
ろ
つ
よ
」
を
祈
る
、「
行
す
ゑ
」
を
「
と
ほ
く
」
思
う
な
ど
、

こ
れ
ら
の
言
葉
や
そ
の
組
み
合
わ
せ
は
、
長
寿
を
祝
う
場
に
お
い

て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
具
平
親
王
の
「
よ
ろ
つ
よ
を
行
す
ゑ
と
ほ

く
い
の
れ
は
や
」
も
、「
女
御
殿
」
の
長
寿
を
願
う
表
現
で
あ
る
。

故
に
、「
女
御
殿
」
は
長
寿
を
祈
念
さ
れ
る
に
相
応
し
い
年
齢
に

達
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
は
る
か
に
の
み
は
」
の
後
に
は
、「
女
御
殿
」
の
歌
と
呼
応
し
、

ふ
た
り
の
距
離
が
遥
か
に
遠
い
と
ば
か
り
に
は
思
わ
れ
な
い
と
い

う
内
容
が
続
く
は
ず
で
あ
る
。
欠
落
し
た
結
句
は
「
女
御
殿
」
の

和
歌
の
結
句
「
お
も
え
さ
り
け
り
」
と
同
様
の
表
現
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
「
女
御
殿
」
と
具
平
親
王
は
、
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
る
相
手
の

そ
ば
に
自
分
の
心
が
あ
る
こ
と
を
詠
み
あ
っ
て
い
る
。
二
首
の
歌

か
ら
は
、
具
平
親
王
と
女
御
の
親
交
の
深
さ
が
読
み
取
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
女
御
殿
」
に
関
し
て
次
の
こ
と
が
わ
か

く
み
ゆ
る
し
ら
ぎ
く（
三
八
）

と
あ
り
、
こ
れ
に
連
な
る
歌
に
も
、

よ
ろ
づ
よ
を
か
け
て
い
の
れ
ば
さ
を
し
か
の
お
と
は
の
山
に

お
と
の
き
こ
ゆ
る（
四
五
）

神
な
月
も
み
ぢ
も
し
ら
ぬ
と
き
は
ぎ
に
よ
ろ
づ
よ
か
か
れ
み

ね
の
し
ら
く
も（
四
六
）

と
あ
る
。「
つ
ゑ
」
を
題
に
し
た
歌
に
も
、

ゆ
く
す
ゑ
を
お
も
ひ
や
る
だ
に
と
ほ
け
れ
ば
ち
ふ
し
の
つ
ゑ

に
よ
を
ば
か
ぞ
へ
む（
五
〇
）

と
あ
り
、
当
該
和
歌
と
同
じ
表
現
が
多
く
現
れ
て
い
る
。「
よ
ろ

づ
よ
」
を
祝
う
表
現
は
『
古
今
和
歌
集
巻
第
七
』（
注
七
）（
賀
歌
）に

も
四
十
賀
の
折
に
長
寿
を
祝
う
言
葉
と
し
て
見
え
る
。

こ
の
歌
は
、
あ
る
人
、
在
原
の
と
き
は
る
が
と
も
い
ふ

よ
し
み
ね
の
つ
ね
な
り
が
よ
そ
ぢ
の
賀
に
む
す
め
に
か
は

り
て
よ
み
侍
り
け
る

 

そ
せ
い
法
し

よ
ろ
づ
世
を
松
に
ぞ
君
を
い
は
ひ
つ
る
ち
と
せ
の
か
げ
に
す
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超
子
頓
死
は
東
三
条
院
で
庚
申
待
ち
の
間
の
出
来
事
で
あ
る
と
伝

わ
る（『
栄
花
物
語
』）。
東
三
条
院
へ
の
退
出
と
考
え
れ
ば
、
都
の

外
に
出
て
お
ら
ず
、
具
平
親
王
と
の
間
に
「
と
ほ
き
ほ
ど
」
と
い

う
だ
け
の
物
理
的
距
離
は
な
い
た
め
、
和
歌
の
内
容
に
一
致
し
な

い
。
こ
の
他
に
藤
原
超
子
が
遠
方
に
赴
い
た
記
録
は
存
在
し
て
い

な
い
た
め
、
当
該
女
御
の
可
能
性
は
な
い
。

　

藤
原
怤
子
は
、
生
没
年
が
分
か
っ
て
い
な
い（
注
九
）。
安
和
元

年（
九
六
八
）に
冷
泉
天
皇
女
御
と
な
っ
て
、
天
元
五
年（
九
八
二
）

に
円
融
朝
の
尚
侍
に
任
ぜ
ら
れ
る（『
日
本
紀
略
』、『
一
代
要
記
』

の
「
女
官
除
目
」）。
怤
子
が
宮
中
を
退
出
し
遠
方
に
行
っ
た
記
録

は
確
認
で
き
な
い
た
め
、
当
該
女
御
と
し
て
の
条
件
に
満
た
な
い
。

　

次
に
、
円
融
天
皇
時
代
の
女
御
。
円
融
朝
の
女
御
は
、
尊
子
内

親
王
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
具
平
親
王
の
存
命
中
に
皆
皇
太
后
か

中
宮
に
な
っ
て
い
る
た
め
除
外
で
き
る（
注
十
）。

　

尊
子
内
親
王
は
、
薨
じ
た
年
が
二
十
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
『
日

本
紀
略
』
に
記
さ
れ
て
お
り
、
逆
算
す
る
こ
と
で
康
保
三
年（
九

六
六
）に
生
ま
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。『
日
本
紀
略
』
に
よ
れ
ば
康

保
五
年（
九
六
八
）に
賀
茂
斎
院
と
し
て
卜
定
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
天

延
三
年（
九
七
五
）ま
で
は
斎
院
を
つ
と
め
て
い
た
。
こ
の
と
き
、

尊
子
内
親
王
の
年
齢
は
三
歳
か
ら
十
歳
で
あ
る
た
め
、
こ
の
時
期

に
具
平
親
王
と
和
歌
を
贈
答
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
尊
子
内

親
王
の
入
内
は
天
元
三
年（
九
八
〇
）十
月
の
こ
と
だ
が
、
翌
月
の

内
裏
の
火
災
で
本
家
へ
移
っ
て
い
る（
注
十
一
）。
ま
た
、
天
元
五

る
。
第
一
に
、「
女
御
殿
」
と
具
平
親
王
は
遠
く
離
れ
た
所
に
い

る
。
第
二
に
、「
女
御
殿
」
は
具
平
親
王
か
ら
長
寿
を
祈
る
和
歌

を
送
る
に
相
応
し
い
年
齢
に
達
し
て
い
る
。
第
三
に
、
心
が
そ
ば

に
あ
る
こ
と
を
互
い
に
詠
み
あ
う
ほ
ど
二
人
の
親
交
は
深
い
。

二　
「
女
御
殿
」
と
は
斎
宮
女
御
の
こ
と
か

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
条
件
に
あ
て
は
ま
る
「
女
御
殿
」
と
は
誰

で
あ
ろ
う
か
。

　

具
平
親
王
は
、
応
和
四
年（
九
六
四
）六
月
十
九
日
に
生
ま
れ
、

寛
弘
六
年（
一
〇
〇
九
）七
月
二
十
六
日
に
薨
じ
る
。
具
平
親
王
と

時
代
の
重
な
る
女
御
を
割
り
出
す
と
、
村
上
天
皇
か
ら
一
条
天
皇

時
代
の
女
御
が
該
当
す
る
が
、
花
山
天
皇
・
一
条
天
皇
時
代
の
女

御
は
、
み
な
具
平
親
王
よ
り
年
が
若
い
た
め
、
対
象
と
し
な
い
。

冷
泉
朝
、
円
融
朝
の
女
御
を
検
討
し
、
最
後
に
村
上
朝
の
女
御
を

検
討
す
る
。

　

冷
泉
天
皇
時
代
の
女
御
。
昌
子
内
親
王
は
、
具
平
親
王
の
元
服

前
で
あ
る
天
延
一
年（
九
六
七
）に
皇
后
と
な
る
た
め
除
外
で
き
る
。

ま
た
、
藤
原
懐
子
は
具
平
親
王
の
元
服
前
の
天
延
三
年（
九
七
五
）

に
薨
じ
て
い
る
た
め
対
象
外
と
な
る（
注
八
）。

　
『
日
本
紀
略
』
に
よ
れ
ば
、
藤
原
超
子
は
安
和
元
年（
九
六
八
）

に
入
内
し
、
同
年
女
御
と
な
り
、
天
元
五
年（
九
八
二
）に
急
死
す

る
。
母
の
藤
原
時
姫（
兼
家
の
正
妻
）が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
う
け

天
元
三
年（
九
八
〇
）に
宮
中
を
退
出
し
て
お
り（『
小
右
記
目
録
』）、



― 27 ―

　

村
上
朝
の
女
御
で
あ
る
具
平
親
王
の
母
・
荘
子
女
王
は
、
延
長

十
一
年（
九
三
〇
）に
誕
生
し
、
寛
弘
五
年（
一
〇
〇
八
）に
没
し
て

い
る
。
七
十
九
歳
ま
で
生
き
て
お
り
、「
女
御
殿
」
の
条
件
に
合

う
が
、
康
保
四
年（
九
六
七
）に
村
上
天
皇
の
崩
御
に
伴
い
出
家
し

て
か
ら
は
所
在
不
明
で
あ
り
、
遠
方
へ
赴
い
た
と
い
う
記
録
も
見

つ
か
ら
な
い
た
め
、
当
該
女
御
と
す
る
に
は
情
報
が
足
り
な
い
。

　

同
じ
く
村
上
朝
の
女
御
で
あ
る
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）は
、
娘

の
斎
宮
・
規
子
内
親
王
の
伊
勢
群
行
に
同
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

家
集
『
斎
宮
女
御
集
』
に
は
、
伊
勢
に
い
る
時
期
の
贈
答
歌
の
中

に
「
お
も
ひ
や
る
」
の
使
用
が
確
認
で
き
る（
注
十
五
）。

兵
ぶ
卿
宮
入
道
し
た
ま
へ
る
に
、
い
せ
よ
り

か
か
ら
で
も
く
も
ゐ
の
ほ
ど
を
な
げ
き
し
に
み
え
ぬ
や
ま
ぢ

を
お
も
ひ
や
る
か
な（
七
七
）

く
だ
り
た
ま
は
む
秋
の
す
ゑ
に
、
お
な
じ
宮
、
又

　

わ
す
る
ら
ん
か
れ
な
は
て
そ
も
あ
き
の
の
の
く
さ
ば
に
つ

ゆ
の
か
か
る
ほ
ど
だ
に（
一
五
〇
）

御
か
へ
し

き
み
が
す
む
の
に
も
や
ま
に
も
お
も
ひ
や
る
こ
こ
ろ
か
ろ
く

や
ひ
と
を
わ
す
る
る（
一
五
一
）

　

和
歌
の
内
容
に
身
と
心
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
が
、
い
ず
れ

年（
九
八
二
）叔
父
の
藤
原
光
昭
の
死
の
た
め
に
内
裏
を
退
出
し
、

そ
の
ま
ま
出
家
し
た
こ
と
が
『
小
右
記
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

尊
子
内
親
王
と
具
平
親
王
の
直
接
的
関
係
を
示
す
資
料
は
確
認

で
き
な
い
が
、
源
為
憲
が
尊
子
内
親
王
の
た
め
に
『
三
宝
絵
詞
』

を
著
し
て
奉
っ
た
こ
と
、
慶
滋
保
胤
が
四
十
九
日
追
善
供
養
の
た

め
「
為
二
品
長
公
主
四
十
九
日
願
文
」
を
し
た
た
め
た
こ
と
な
ど
、

具
平
親
王
周
辺
の
人
間
関
係
と
の
重
な
り
が
指
摘
で
き
る（
注
十

二
）。

　

周
辺
の
人
物
関
係
の
一
致
は
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）に
も
当
て

は
ま
る
部
分
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
当
該
女
御
で
あ
る
か
否
か
に
関
し
て
は
、
具
平
親
王

と
尊
子
内
親
王
の
年
齢
が
非
常
に
近
く
、
尊
子
内
親
王
が
齢
二
十

歳
で
薨
じ
る
た
め
、
具
平
親
王
が
「
女
御
殿
」
に
対
し
て
贈
っ
た

和
歌
に
あ
る
「
よ
ろ
つ
よ
を
行
す
ゑ
と
ほ
く
い
の
れ
は
や
」
と
長

寿
を
祈
る
表
現
を
選
択
す
る
理
由
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
当
該
女

御
で
あ
る
可
能
性
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

具
平
親
王
の
父
・
村
上
天
皇
の
後
宮
に
は
母
・
荘
子
女
王（
麗

景
殿
女
御
）、
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
。
承
香
殿
女
御
）、
藤
原
述

子（
弘
徽
殿
女
御
）、
藤
原
芳
子（
宣
耀
殿
女
御
）、
計
四
人
の
女
御

が
同
時
に
存
在
し
て
い
る（
注
十
三
）。
た
だ
し
、
和
歌
の
贈
答
が

可
能
な
年
齢
を
考
慮
し
、
具
平
親
王
の
元
服
後
か
ら
薨
去
す
る
ま

で
、
つ
ま
り
貞
元
二
年（
九
七
七
）か
ら
寛
弘
六
年（
一
〇
〇
九
）ま

で
の
女
御
に
限
定
し
て
考
察
を
加
え
る（
注
十
四
）。
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（
九
三
六
）、
斎
宮
と
な
る
。
天
慶
八
年（
九
四
五
）退
下
。
天
暦
二

年（
九
四
八
）入
内
し
、
翌
年
、
村
上
天
皇
の
女
御
と
な
る
。『
拾

遺
和
歌
集
』（
雑
賀
）で
は
承
香
殿
女
御
と
称
さ
れ
る
。
子
ど
も
に

は
規
子
内
親
王
が
お
り
、
皇
子
は
夭
亡
し
て
い
る
。
康
保
四
年

（
九
六
七
）、
村
上
天
皇
の
崩
御
後
は
、
一
人
娘
で
あ
る
規
子
内 

親
王
と
共
に
里
第（
内
裏
外
の
邸
宅
）で
暮
ら
し
た（『
斎
宮
女
御

集
』）。
天
延
三
年（
九
七
五
）、
規
子
内
親
王
が
二
十
七
歳
で
円
融

天
皇
の
斎
宮
に
選
ば
れ
る
と
、
貞
元
元
年（
九
七
六
）の
初
斎
院 

入
り
に
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）も
同
行
し
た
。
同
年
冬
の
野
宮
歌

合
で
は
「
松
風
入
夜
琴
」
の
歌
を
詠
む（
注
十
六
）。
貞
元
二
年（
九

七
七
）、
円
融
天
皇
の
制
止
が
あ
る
も
規
子
内
親
王
と
共
に
伊 

勢
へ
下
向
し
た
。
永
観
二
年（
九
八
四
）、
円
融
天
皇
の
譲
位
に
よ

り
規
子
内
親
王
が
斎
宮
を
退
下
し
、
共
に
帰
京
す
る
。
こ
の
頃
既

に
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）は
病
身
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
病
の
た
め

出
家
し
て
い
る（『
斎
宮
女
御
集
』）。
寛
和
元
年（
九
八
五
）に
薨
じ

た
。
享
年
五
十
七
。
家
集
に
は
『
斎
宮
女
御
集
』
が
あ
る（
注
十

七
）。

　

次
に
、
村
上
朝
に
お
け
る
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）が
ど
の
よ
う

な
存
在
で
あ
っ
た
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
具
平
親
王
と
の
交
流
の

可
能
性
を
探
り
た
い
。

　

徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）が
規
子
内
親
王
を
出
産
し
た
翌
年
の
天

暦
四
年（
九
五
〇
）、
藤
原
安
子
は
第
二
皇
子（
の
ち
の
冷
泉
天
皇
）

を
出
産
し
て
い
る（『
日
本
紀
略
』）。
村
上
後
宮
に
入
内
し
て
間
も

も
伊
勢
に
下
っ
た
状
況
で
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）が
詠
ん
だ
歌
で

あ
る
。

　

徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）が
伊
勢
に
い
た
期
間
は
貞
元
二
年（
九

七
七
）か
ら
永
観
二
年（
九
八
四
）で
あ
り
、
具
平
親
王
の
元
服
後

の
こ
と
で
あ
る
。
都
と
伊
勢
と
い
う
物
理
的
距
離
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
や
天
元
元
年（
九
七
八
）に
五
十
の
賀
が
行
わ
れ
る
た
め
年

齢
も
「
女
御
殿
」
と
し
て
の
条
件
に
一
致
し
て
い
る
。

和
暦

西
暦

具
平
親
王

徽
子
女
王

（
斎
宮
女
御
）

貞
元
二
年

九
七
七

八
月
十
一
日
、
元

服
。

十
四
歳
。

九
月
十
六
日
、
斎

宮
規
子
内
親
王
と

と
も
に
伊
勢
群
行
。

貞
元
三
年

天
元
元
年

九
四
五

十
五
歳
。

五
十
の
賀
が
行
わ

れ
る
。

五
十
歳
。

三　

斎
宮
女
御
と
具
平
親
王
の
つ
な
が
り

　

具
平
親
王
と
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）に
如
何
な
る
接
点
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）に
つ
い
て
概
略
的

に
触
れ
て
お
く
。

　

徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）は
、
延
長
七
年（
九
二
九
）に
生
ま
れ
る
。

父
は
醍
醐
天
皇
の
第
四
皇
子
・
重
明
親
王
、
母
は
藤
原
忠
平
の

娘
・
寛
子（『
尊
卑
文
脈
』、『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』）。
承
平
六
年



― 29 ―

の
皇
子
皇
女
と
の
親
交
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　
『
斎
宮
女
御
集
』
に
は
致
平
親
王（
第
三
皇
子
、
母
は
更
衣
・
藤

原
正
妃
）、
保
子
内
親
王（
第
三
皇
女
、
母
は
正
妃
）、
盛
子
内
親

王（
第
五
皇
女
、
母
は
更
衣
・
源
計
子
）、
資
子
内
親
王（
第
九
皇

女
、
母
は
中
宮
・
藤
原
安
子
）と
の
交
流
の
様
子
が
残
っ
て
い
る
。

『
斎
宮
女
御
集
』
の
中
に
第
七
皇
子
で
あ
る
具
平
親
王
と
の
贈
答

は
確
認
で
き
な
い
が
、
交
流
の
可
能
性
自
体
を
否
定
は
で
き
な
い
。

　
『
斎
宮
女
御
集
』
に
は
規
子
内
親
王
と
と
も
に
伊
勢
に
下
っ
た

後
も
、
村
上
朝
で
交
友
関
係
を
持
っ
た
人
物
た
ち
と
和
歌
を
贈
答

し
て
い
る
様
子
が
見
え
る
。
都
と
伊
勢
と
の
物
理
的
距
離
が
存
在

す
る
こ
と
は
本
稿
が
取
り
扱
う
二
首
の
状
況
と
一
致
し
て
い
る
。

ま
た
、
伊
勢
同
行
は
具
平
親
王
の
元
服
と
同
年
の
貞
元
二
年（
九

七
七
）で
あ
る
た
め
、
和
歌
の
贈
答
の
時
期
も
一
致
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
具
平
親
王
は
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）と
血
縁
関
係
に
あ

り
、
具
平
親
王
の
母
・
荘
子
と
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）は
と
も
に

醍
醐
天
皇
の
孫
娘
に
あ
た
る（
注
二
十
）。

代
明
親
王（
第
三
皇
子
）

荘
子
女
王

具
平
親
王

重
明
親
王（
第
六
皇
子
）

徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）

醍
醐
天
皇

　

血
縁
関
係
と
関
連
し
、
具
平
親
王
と
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）の

結
び
つ
き
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
出
来
事
と
し
て
は
、
具
平
親
王

の
著
袴
の
儀（
康
保
三
年〔
九
六
六
〕、『
日
本
紀
略
』）が
挙
げ
ら
れ

な
い
う
ち
の
出
来
事
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
入
内
し
た
段
階
か

ら
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）が
一
身
に
天
皇
の
寵
愛
を
集
め
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

村
上
天
皇
の
寵
愛
が
集
中
し
な
か
っ
た
こ
と
は
義
母
・
登
子
の

入
内
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
藤
原
登
子
は
、
徽
子
女
王（
斎
宮
女

御
）に
と
っ
て
実
母
亡
き
後
の
父
の
後
妻
で
あ
り
、
継
母
に
あ
た

る（
注
十
八
）。
箏
の
名
手
で
あ
り（『
栄
花
物
語
』）、
村
上
天
皇
に

寵
愛
さ
れ
た
宣
耀
殿
女
御
・
藤
原
芳
子（『
大
鏡
』）が
い
る
な
ど
、

村
上
朝
の
後
宮
に
は
才
色
兼
備
な
女
性
や
右
大
臣
や
左
大
臣
を
後

見
に
持
つ
女
御
更
衣
が
多
く
い
た
。
寵
愛
に
も
恵
ま
れ
ず
有
力
な

後
見
も
な
く
、
世
継
ぎ
で
あ
る
皇
子
も
亡
く
し
て
し
ま
っ
た
徽
子

女
王（
斎
宮
女
御
）の
後
宮
で
の
立
ち
位
置
は
決
し
て
恵
ま
れ
た
も

の
と
は
言
え
な
い
。『
大
鏡
』（
二
〇
二
段
）も
村
上
天
皇
の
訪
れ
が

途
絶
え
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
な
ど
、
逸
話
と
い
う
形
で

村
上
後
宮
の
中
で
の
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）の
姿
が
描
か
れ
る
。

ま
た
、『
斎
宮
女
御
集
』（
注
十
九
）（
一
四
六
）に
も
、
村
上
天
皇
が

女
御
の
殿
舎
の
前
を
素
通
り
し
た
こ
と
を
目
撃
し
た
こ
と
を
記
す
。

和
歌
の
中
で
は
「
数
な
ら
ぬ
身
を
い
か
に
せ
む
」
と
嘆
い
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、『
村
上
御
集
』
に
は
村
上
天
皇
と
徽
子

女
王（
斎
宮
女
御
）の
贈
答
歌
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
友
好
的

な
関
係
を
築
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）が
後
宮
に
お
い
て
良
好

な
人
間
関
係
を
築
い
て
い
た
こ
と
は
、
実
子
で
は
な
い
村
上
天
皇
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理
的
に
説
明
で
き
る
。

　

後
見
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
点
は
、
具
平
親
王
の
母
・
荘
子
女
王

に
も
当
て
は
ま
る
。
荘
子
は
父
で
あ
る
代
明
親
王
を
承
平
七
年

（
九
三
七
）に
失
っ
て
い
る
。
兄
弟
も
後
見
に
足
る
官
職
に
就
い
て

い
な
い
。『
日
本
紀
略
』
に
よ
れ
ば
、
代
明
親
王
の
長
男
・
源
重

光
は
荘
子
入
内
の
天
暦
四
年（
九
五
〇
）か
ら
安
和
元
年（
九
六
八
）

ま
で
信
濃
権
守
、
伊
予
守
な
ど
地
方
官
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
次

男
・
源
保
光
は
天
暦
五
年（
九
五
一
）に
は
従
四
位
下
で
あ
り
文
章

生
で
あ
る
。
具
平
親
王
の
著
袴
の
儀
が
行
わ
れ
る
康
保
三
年（
九

六
六
）、
東
大
寺
別
当
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
後
宮
の

女
御
で
あ
る
荘
子
の
後
見
的
立
場
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
自
分
と
同
じ
く
村
上
天
皇
の
女
御
で
あ
っ
た

血
縁
者
・
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）の
殿
舎
で
あ
る
承
香
殿
に
お
い

て
息
子
の
具
平
親
王
の
著
袴
の
儀
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
関
係
す
る

と
推
測
さ
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）が
具
平
親
王
の
幼

少
期
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。
徽
子
女
王

（
斎
宮
女
御
）の
夭
亡
し
た
皇
子
と
具
平
親
王
の
年
の
近
さ
を
考
え

る
と
、
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）が
具
平
親
王
を
我
が
子
の
よ
う
に

大
切
に
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
義
理
の
母
子
関
係
を
想
定
す
れ

ば
、「
女
御
殿
」
の
和
歌
に
あ
る
「
お
も
ひ
や
る
心
し
き
み
を
は

な
れ
ね
ど
」
に
見
え
る
愛
情
の
深
さ
も
説
明
が
つ
く
。

　

徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）の
詠
歌
に
は
琴
に
ま
つ
わ
る
秀
歌
が
多

る（
注
二
十
一
）。
具
平
親
王
の
著
袴
の
儀
は
承
香
殿
に
お
い
て
行
わ

れ
た（『
西
宮
記
』）。
当
時
の
承
香
殿
女
御
が
斎
宮
女
御
で
あ
る
こ

と
は
『
大
鏡
』
二
〇
二
段
「
承
香
殿
の
女
御
と
申
し
し
は
斎
宮
の

女
御
よ
」（
注
二
十
二
）と
い
う
記
述
か
ら
分
か
る
。
だ
が
、
具
平
親

王
の
著
袴
の
儀
が
何
故
承
香
殿
で
行
わ
れ
た
の
か
は
定
か
で
は
な

い（
注
二
十
三
）。

　
『
日
本
紀
略
』
に
よ
れ
ば
、
村
上
朝
で
は
応
和
元
年（
九
六
一
）

に
も
承
香
殿
に
お
い
て
昌
子
内
親
王
の
著
裳
の
儀
が
行
わ
れ
て
い

る（
注
二
十
四
）。
昌
子
内
親
王
は
天
暦
四
年（
九
五
〇
）に
生
ま
れ
、

同
年
内
親
王
に
宣
下
さ
れ
た
。
母
・
煕
子
女
王
を
生
後
間
も
な
く

失
っ
て
お
り
、
父
で
あ
る
上
皇
・
朱
雀
院
も
一
人
娘
で
あ
る
昌
子

内
親
王
の
生
ま
れ
た
年
に
崩
御
し
て
い
る
。

　

幼
く
し
て
両
親
を
亡
く
し
た
昌
子
内
親
王
は
叔
父
で
あ
る
村
上

天
皇
の
庇
護
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
昌
子
内
親
王

も
父
方
の
祖
父
が
醍
醐
天
皇
で
あ
り
、
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）と

は
血
縁
関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

具
平
親
王
の
著
袴
の
儀
が
承
香
殿
に
お
い
て
行
わ
れ
た
理
由
は

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い（
注
二
十
五
）。
し
か
し
、
昌
子
内
親
王
と

同
じ
く
、
具
平
親
王
の
母
方
の
祖
父
は
醍
醐
天
皇
で
あ
り
、
徽
子

女
王（
斎
宮
女
御
）と
血
縁
関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
事
実

が
存
在
す
る
。
血
縁
関
係
か
ら
著
袴
の
儀
の
行
わ
れ
る
場
所
が
選

定
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
な
ら
ば
、
具
平
親
王
の
著
袴
の
儀
が
徽
子

女
王（
斎
宮
女
御
）の
い
た
承
香
殿
に
お
い
て
行
わ
れ
た
こ
と
も
合
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で
あ
る
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）と
具
平
親
王
は
、
徽
子
女
王（
斎

宮
女
御
）の
五
十
の
賀
の
折
に
和
歌
を
贈
答
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、「
具
平
親
王
集
」
の
詠
歌
状
況
の
一
端
が
明

ら
か
に
な
る
。「
具
平
親
王
集
」（『
新
編
私
家
集
大
成
』（
新
編
補
遺
、

十
五
）に
は
母
親
の
女
御
・
荘
子
の
死
に
つ
い
て
詠
ん
だ
歌
が
あ

る
。『
新
古
今
和
歌
集
』（
注
三
十
一
）（
第
八
哀
傷
歌
、
八
五
五
）に
は
、

そ
の
和
歌
の
詞
書
が
よ
り
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

母
の
女
御
か
く
れ
侍
り
て
、
七
月
七
日
よ
み
侍
り
け
る

 

中
務
卿
具
平
親
王

す
み
ぞ
め
の
袖
は
空
に
も
か
さ
な
く
に
し
ぼ
り
も
あ
へ
ず
露

ぞ
こ
ぼ
る
る

　

荘
子
が
寛
弘
五
年（
一
〇
〇
八
）七
月
十
六
日
に
亡
く
な
り
、
具

平
親
王
が
翌
年
の
寛
弘
六
年（
一
〇
〇
九
）に
薨
去
す
る
た
め
、
詠

歌
時
期
は
寛
弘
六
年（
一
〇
〇
九
）七
月
七
日
と
断
定
さ
れ
る（
注
三

十
二
）。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
「
具
平
親
王
集
」
に
具
平
親
王
の
最

晩
年
の
歌
が
所
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、

「
女
御
殿
」
と
の
贈
答
の
時
期
が
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）の
五
十

の
賀
に
あ
た
る
と
す
れ
ば
、
天
元
元
年（
九
七
八
）ご
ろ
の
歌
、
つ

ま
り
具
平
親
王
の
元
服
間
も
な
い
青
年
期
の
和
歌
も
所
収
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、「
具
平
親
王
集
」
は
具
平
親

王
の
元
服
後
か
ら
最
晩
年
ま
で
の
歌
を
収
め
て
い
る
家
集
で
あ
る

く
、
琴
に
関
す
る
逸
話
も
多
い（
注
二
十
六
）。
具
平
親
王
と
は
こ
の

琴（
箏
）か
ら
も
つ
な
が
り
が
見
え
る
。
箏
の
師
弟
関
係
を
系
図
の

形
で
示
し
た
『
秦
箏
相
承
血
脈
』
に
は
、
村
上
天
皇
の
弟
子
に
具

平
親
王
、
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）が
並
ぶ（
注
二
十
七
）。
こ
の
こ
と

も
、
具
平
親
王
と
斎
宮
女
御
の
交
流
の
可
能
性
を
高
め
る
一
つ
の

要
素
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
人
間
関
係
か
ら
見
て
も
、
両
者
の
周
辺
人
物
に
は
重

な
り
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
源
順
は
度
々
『
源
順
集
』
に
斎

宮
規
子
内
親
王
と
の
交
流
の
様
子
を
記
し
て
い
る（
注
二
十
八
）。
ま

た
、
天
禄
三
年（
九
六
二
）八
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
規
子
内
親

王
主
催
の
「
女
四
宮
歌
合
」（
注
二
十
九
）に
源
順
、
源
為
憲
、
橘
正

通
ら
が
集
う
な
ど
、
度
々
源
順
ら
と
共
に
歌
会
を
催
し
た
こ
と
が

伝
わ
っ
て
い
る
。
斎
宮
女
御
周
辺
の
人
物
関
係
と
具
平
親
王
周
辺

の
人
物
関
係
に
は
符
合
が
見
ら
れ
る
。

四　
「
具
平
親
王
集
」
の
詠
歌
時
期

　

当
該
女
御
が
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）で
あ
る
す
る
と
、
和
歌
の

贈
答
時
期
は
伊
勢
同
行（
貞
元
二
年
九
月
十
六
日
）か
ら
徽
子
女
王

（
斎
宮
女
御
）の
帰
郷（
永
観
二
年
八
月
二
十
三
日
）ま
で
と
な
る
。

伊
勢
同
行
の
翌
年
、
天
元
元
年（
九
七
八
）に
徽
子
女
王（
斎
宮
女

御
）の
五
十
の
賀
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
『
中
務
集
』（
注
三
十
）か
ら

分
か
り
、
こ
こ
に
具
平
親
王
の
和
歌
に
見
え
る
長
寿
を
祈
る
表
現

と
の
関
連
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、「
女
御
殿
」
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徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）は
具
平
親
王
の
成
長
を
幼
少
か
ら
見
守
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他
に
も
『
秦
箏
相
承
血
脈
』
の
中
で
徽

子
女
王（
斎
宮
女
御
）と
具
平
親
王
が
村
上
天
皇
の
弟
子
と
し
て
隣

接
し
て
い
る
こ
と
や
、
斎
宮
女
御
家
の
歌
合
に
源
順
や
源
為
憲
ら

が
出
席
し
て
お
り
、
具
平
親
王
の
周
辺
人
物
と
つ
な
が
り
が
あ
る

こ
と
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
関
係
か
ら
、
具
平
親

王
と
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）の
交
流
の
可
能
性
と
親
交
の
深
さ
が

考
え
ら
れ
る
。

　

具
平
親
王
の
元
服
の
年
に
、
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）は
娘
・
規

子
内
親
王
に
同
行
し
て
伊
勢
に
下
っ
て
お
り
、
そ
の
翌
年
に
は
五

十
の
賀
が
行
わ
れ
て
い
る
。
詠
歌
状
況
が
重
な
る
こ
と
か
ら
、

「
女
御
殿
」
と
の
贈
答
の
時
期
は
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）の
五
十

の
賀
に
あ
た
る
天
元
元
年（
九
七
八
）ご
ろ
と
な
る
。

　

具
平
親
王
の
活
躍
は
、
仏
法
に
親
し
み
、
信
仰
を
深
め
て
い
く

永
延
二
年（
九
八
八
）ご
ろ
か
ら
盛
ん
に
な
り（『
本
朝
麗
藻
』
巻

下
）、
正
暦
二
年（
九
九
一
）に
は
二
十
八
歳
の
若
さ
で
『
弘
決
外

典
鈔
』
を
撰
述
す
る
な
ど
二
十
代
か
ら
精
力
的
で
あ
っ
た（
注
三
十

三
）。
し
か
し
、
和
歌
の
分
野
で
は
、
若
い
こ
ろ
の
詠
歌
は
知
ら

れ
て
い
な
い
。
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）と
の
贈
答
が
あ
っ
た
天
元

元
年（
九
七
八
）の
こ
ろ
、
具
平
親
王
は
ま
だ
十
五
歳
で
あ
る
。
そ

し
て
、「
具
平
親
王
集
」
に
は
最
晩
年
の
和
歌
が
所
収
さ
れ
て
い

る
。
今
回
の
考
察
で
判
明
し
た
こ
と
を
加
え
れ
ば
、「
具
平
親
王

集
」
は
具
平
親
王
の
元
服
後
の
天
元
元
年（
九
七
八
）か
ら
亡
く
な

こ
と
が
判
明
し
た
。

む
す
び
に

　

考
察
対
象
と
し
た
二
首
の
和
歌
か
ら
う
か
が
え
る
重
要
な
点
は
、

第
一
に
「
女
御
殿
」
と
具
平
親
王
は
物
理
的
に
離
れ
た
所
に
い
る
。

第
二
に
、「
女
御
殿
」
は
具
平
親
王
か
ら
長
寿
を
祈
る
和
歌
を
送

る
に
相
応
し
い
年
齢
に
達
し
て
い
る
。
第
三
に
、
心
が
そ
ば
に
あ

る
こ
と
を
互
い
に
詠
み
あ
う
ほ
ど
二
人
の
親
交
は
深
い
と
い
う
三

点
で
あ
っ
た
。

　

三
つ
の
条
件
に
合
う
女
御
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
村
上
朝
の
女
御

で
あ
る
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）だ
け
が
、
都
と
伊
勢
と
い
う
物
理

的
距
離
が
存
在
し
、
具
平
親
王
の
元
服
後
の
天
元
元
年（
九
七
八
）

に
五
十
の
賀
が
行
わ
れ
る
た
め
、
年
齢
も
「
女
御
殿
」
の
条
件
に

一
致
し
た
。

　

徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）は
具
平
親
王
に
と
っ
て
父
・
村
上
天
皇

と
良
好
な
人
間
関
係
を
結
ん
で
い
た
女
御
で
あ
る
。
徽
子
女
王

（
斎
宮
女
御
）が
夭
亡
し
た
皇
子
と
具
平
親
王
を
重
ね
、
具
平
親
王

を
我
が
子
の
よ
う
に
思
っ
て
い
れ
ば
、「
お
も
ひ
や
る
心
し
き
み

を
は
な
れ
ね
と
」
に
見
え
る
愛
情
の
深
さ
に
つ
い
て
合
理
的
に
説

明
で
き
る
。
実
際
に
、
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）は
具
平
親
王
の

母
・
荘
子
と
同
じ
く
醍
醐
天
皇
を
祖
父
に
持
ち
、
具
平
親
王
と
は

血
縁
関
係
に
あ
る
。
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）の
殿
舎
で
あ
る
承
香

殿
に
お
い
て
具
平
親
王
の
著
袴
の
儀
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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五
年
）に
生
ま
れ
て
い
る
。

康
保
四
年

九
六
七

村
上
天
皇
、
清
涼
殿
に
お
い
て
崩
御
。

冷
泉
天
皇
践
祚
。（『
日
本
紀
略
』）斎
宮

女
御
、
退
出
。
規
子
内
親
王
と
と
も
に

里
第（
内
裏
外
の
邸
宅
）で
暮
ら
す
。

（『
斎
宮
女
御
集
』）

天
禄
三
年

九
七
二

規
子
内
親
王
主
催
の
歌
合
が
開
催
さ
れ

る
。
源
順
、
為
憲
ら
出
席
。
女
御
一
家

の
歌
合
の
文
献（『
袋
草
紙
』）と
し
て
は

初
出
。
具
平
親
王
は
当
時
八
歳
。

天
延
三
年

九
七
五

規
子
内
親
王
が
斎
宮
に
卜
定
。
源
順
ら

と
集
ま
り
、
歌
会
を
行
う
。（
源
順
集
）

貞
元
二
年

九
七
七

女
御
伊
勢
に
同
行（『
斎
宮
女
御
集
』）。

前
例
が
な
い
た
め
、
留
ま
る
べ
き
と
宣

旨
下
る（『
日
本
紀
略
』）。
斎
宮
女
御
、

四
十
九
歳
。
具
平
親
王
は
十
四
歳
。
こ

の
年
に
元
服
し
、
兵
部
卿
に
な
る
。
具

平
親
王
と
の
和
歌
は
こ
れ
か
ら
後
と
考

え
ら
れ
る
。

寛
和
元
年

九
八
五

円
融
天
皇
の
譲
位
に
よ
っ
て
規
子
内
親

王
が
伊
勢
か
ら
帰
京
す
る
。
女
御
死
去
。

る
直
前
の
寛
弘
六
年（
一
〇
〇
九
）ま
で
の
三
十
二
年
間
に
及
ぶ
具

平
親
王
の
和
歌
が
納
め
ら
れ
た
家
集
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）の
年
表

和
暦

西
暦

出
来
事

承
平
六
年

九
三
六

斎
宮
に
卜
定
。
翌
年
、
伊
勢
郡
行
。

（『
日
本
紀
略
』）七
年
間
斎
王
と
し
て
あ

っ
た
。

天
慶
八
年

九
四
五

母
の
喪
に
あ
い
、
退
出
。（『
日
本
紀

略
』）

天
暦
二
年

九
四
八

入
内
。（『
一
代
要
記
』）

天
暦
三
年

九
四
九

女
御
と
な
る
。（『
日
本
紀
略
』）こ
の
年

に
規
子
内
親
王
を
産
ん
で
い
る
。
こ
れ

は
規
子
内
親
王
の
薨
じ
た
年
が
三
十
六

歳
で
あ
る（『
日
本
紀
略
』）こ
と
か
ら
逆

算
で
き
る
。

天
暦
八
年

九
五
四

父
・
重
明
親
王
薨
ず
。（『
扶
桑
略
記
』、

『
一
代
要
記
』）

応
和
二
年

九
六
三

九
月
十
一
日
皇
子
出
産
、
同
日
夭
亡
。

（『
日
本
紀
略
』）女
御
、
三
十
四
歳
。
具

平
親
王
は
翌
々
年
の
応
和
四
年（
九
六
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（
五
）　
『
新
編
国
歌
大
観　

第
三
巻　

私
家
集
編
Ⅰ　

歌
集
』（
昭
和

六
十
年
五
月
十
六
日
初
版　

角
川
書
店
）

（
六
）　
『
私
家
集
大
成　

第
一
巻　

中
古
Ⅰ
』（
昭
和
四
十
八
年
十
一

月
二
十
五
日　

明
治
書
院
）

（
七
）　

注（
二
）に
同
じ
。

（
八
）　
『
日
本
紀
略
』
に
よ
れ
ば
、
昌
子
内
親
王
は
応
和
三
年（
九
六

三
）に
東
宮
妃
と
な
り
、
天
延
一
年（
九
六
七
）に
皇
后
と
な
る
。

ま
た
、『
日
本
紀
略
』
に
よ
れ
ば
、
藤
原
懐
子
は
康
保
四
年（
九
六

七
）に
女
御
と
な
り
、
天
延
三
年（
九
七
五
）に
薨
じ
て
い
る
。

（
九
）　

藤
原
怤
子　

藤
原
師
輔
の
娘
で
あ
り
、
村
上
天
皇
の
中
宮
・

藤
原
安
子
や
後
宮
の
登
子
な
ど
と
は
異
母
姉
妹
で
あ
る（『
尊
卑
文

脈
』）。『
尊
卑
文
脈
』
は
藤
原
怤
子
に
つ
い
て
「
冷
泉
院
坊
時
御

息
所
、
後
、
円
融
院
女
御
」
と
記
載
す
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
と
思

わ
れ
る
。

（
十
）　
『
日
本
紀
略
』
に
よ
る
と
、
藤
原
詮
子
は
貞
元（
九
七
六
）に

入
内
し
梅
壺
を
居
所
と
し
、
同
年
女
御
と
な
り
、
天
元
三
年（
九

八
〇
）に
一
条
天
皇
を
産
ん
で
寛
和
二
年（
九
八
六
）に
皇
太
后
と

な
る
。
藤
原
媓
子
も
天
禄
四
年（
九
七
三
）の
四
月
に
女
御
と
な
り
、

同
年
七
月
に
皇
后
と
な
っ
て
い
る
。
藤
原
遵
子
も
天
元
元
年（
九

七
八
）女
御
と
な
り
天
元
五
年（
九
八
二
）に
皇
后
に
立
っ
た
こ
と

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
藤
原
遵
子
は
そ
れ
以
降
『
日
本
紀
略
』
の

他
『
小
右
記
』
の
中
で
も
「
中
宮
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

（
十
一
）　
『
栄
花
物
語　

1　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

三
十
一
』

（
一
九
九
五
年
八
月
十
日
第
一
版　

小
学
館
）一
〇
六
頁
に
「
参
ら

せ
た
ま
ひ
て
ほ
ど
も
な
く
、
内
裏
な
ど
焼
け
に
し
か
ば
、「
火
の

五
十
七
歳
。（『
日
本
紀
略
』）具
平
親
王
、

二
十
一
歳
。

【
注
】

（
一
）　

新
出
資
料
の
断
簡
に
つ
い
て
は
久
保
木
秀
夫
「
大
富
切
補

遺
」（『
鶴
見
日
本
文
学
会
報
』
六
十
九
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）、

矢
澤
由
紀
「
伝
寂
然
筆
『
具
平
親
王
集（
中
務
親
王
集
）』
の
新
出

資
料
」（『
中
央
大
学
国
文　

第
五
十
七
号
』
平
成
二
十
六
年
三
月

二
十
五
日　

中
央
大
學
國
文
學
會
）、
田
中
登
『
古
筆
の
楽
し
み
』

（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
五
年
）、
名
児
耶
明
・
池
田
和
臣
・
金
子

馨
「
徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
『
大
手
鑑
』
の
調
査
」（『「
開
校
・

彰
考
館
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

水
戸
徳
川
家
関
連
史
料
調
査
・
活
用

事
業　

報
告
書
』
二
〇
一
五
年
三
月
）な
ど
が
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
二
）　
『
新
編
私
家
集
大
成（
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
）』（『
私
家
集
大
成
』

Ｃ
Ｄ
化
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
二
十
日
発
行
）

（
三
）　
「
具
平
親
王
集
」
の
中
で
具
平
親
王
を
「
宮
」
と
表
記
す
る

例
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』（
新
編
補
遺
、
三
）の
詞
書
が
挙
げ
ら

れ
る
。

あ
さ
な
〳
〵
ひ
と
へ
は
や
へ
の
は
な
と
こ
そ
み
れ

宮
の
御
て
つ
か
ら
か
ゝ
せ
た
ま
へ
る
を
、
一
品
の
み
や
よ
り
か

り
き
こ
え
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
返
し
た
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
と
て

（
四
）　
『
新
編
国
歌
大
観　

第
一
巻　

勅
撰
集
編　

歌
集
』（
昭
和
五

十
八
年
二
月
八
日
初
版　

角
川
書
店
）
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巻　

勅
撰
集
編　

歌
集
』
昭
和
五
十
八
年
二
月
八
日　

角
川
書

店
）野

の
宮
に
斎
宮
の
庚
申
し
侍
り
け
る
に
、
松
風
入
夜
琴
と
い
ふ

題
を
よ
み
侍
り
け
る

 

宮
女
御

こ
と
の
ね
に
峯
の
松
風
か
よ
ふ
ら
し
い
づ
れ
の
を
よ
り
し
ら
べ
そ

め
け
ん（
四
五
一
）

松
風
の
お
と
に
み
だ
る
る
こ
と
の
ね
を
ひ
け
ば
子
の
日
の
心
地
こ

そ
す
れ（
四
五
二
）

（
十
七
）　
『
斎
宮
女
御
集
』
は
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）に
対
し
て
敬

語
が
使
用
さ
れ
る
点
か
ら
、
死
後
に
編
ま
れ
た
他
撰
家
集
と
考
え

ら
れ
る
。
成
立
年
時
は
不
明
。
村
上
天
皇
や
村
上
朝
の
人
々
と
の

贈
答
歌
が
主
な
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）は

三
十
六
人
歌
仙
の
ひ
と
り
で
も
あ
り
、
和
歌
は
『
拾
遺
和
歌
集
』

以
下
の
勅
撰
集
に
四
十
二
首
入
集
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
十
訓

抄（
八
ノ
五
）に
『
斎
宮
女
御
集
』
に
は
所
収
さ
れ
て
い
な
い
逸
話

が
残
る
。

（
十
八
）　

藤
原
登
子
は
師
輔
と
盛
子
と
の
間
に
生
ま
れ
、
中
宮
・
藤

原
安
子
と
は
姉
妹
で
あ
る
こ
と
が
『
尊
卑
文
脈
』
か
ら
分
か
る
。

『
斎
宮
女
御
集
』
に
は
斎
宮
女
御
か
ら
登
子
に
自
分
の
母
に
つ
い

て
語
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
登
子
へ
の
和
歌
も
見
え
る
こ

と
か
ら
、
二
人
の
仲
が
断
絶
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が

宮
」
と
、
世
人
申
し
思
ひ
た
り
し
ほ
ど
に
」
と
あ
り
、
尊
子
内
親

王
が
入
内
し
て
間
も
な
く
内
裏
が
焼
亡
し
た
こ
と
で
世
人
が
尊
子

内
親
王
を
「
火
の
宮
」
と
取
沙
汰
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
十
二
）　

平
安
中
期
の
寛
弘
期
に
活
躍
し
た
詩
人
の
円
融
朝
時
代
の

漢
詩
を
集
め
た
『
本
朝
麗
藻
』
に
も
源
為
憲
と
具
平
親
王
の
名
が

あ
る
。『
十
訓
抄
』「
九
ノ
六
」
に
は
具
平
親
王
家
に
お
い
て
作
文

の
会
が
行
わ
れ
、
そ
こ
に
源
為
憲
と
橘
正
通
が
出
席
し
て
い
た
様

子
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
曾
根
章
介
「
具
平
親
王
考
」（『
国
語
と

国
文
学
』
一
九
五
八
年
十
二
月
号
）で
は
慶
滋
保
胤
は
具
平
親
王

の
師
で
あ
り
、
仏
教
信
仰
の
厚
か
っ
た
慶
滋
保
胤
と
具
平
親
王
の

仏
教
の
造
詣
の
深
さ
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
十
三
）　

女
御
更
衣
の
人
数
に
は
制
限
が
な
く
、
住
ま
う
殿
舎
の
名

に
よ
っ
て
麗
景
殿
女
御
、
承
香
殿
女
御
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
、

村
上
朝
に
は
女
御
の
他
に
も
源
計
子（
広
幡
御
息
所
）、
藤
原
正
妃

（
按
察
御
息
所
）、
藤
原
祐
姫
、
藤
原
脩
子（
中
将
更
衣
）、
藤
原
有

序（
弁
更
衣
）、
五
人
の
更
衣
が
い
た
。
中
宮
・
藤
原
安
子
と
藤
原

登
子（
貞
観
殿
尚
侍
）を
加
え
る
と
、
村
上
朝
の
後
宮
の
女
性
は
の

べ
十
一
人
で
あ
る
。

（
十
四
）　
『
日
本
紀
略
』
に
よ
れ
ば
、
藤
原
述
子
は
天
暦
元
年（
九
四

七
）、
藤
原
芳
子
は
康
保
四
年（
九
六
七
）に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

同
じ
村
上
天
皇
時
代
の
女
御
で
あ
っ
て
も
、
具
平
親
王
が
応
和
四

年（
九
六
四
）に
誕
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
二
人
が
具
平

親
王
と
和
歌
の
贈
答
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
断
定
す
る
。

（
十
五
）　

注（
五
）に
同
じ
。

（
十
六
）　
『
拾
遺
和
歌
集
巻
第
八
』
雑
上（『
新
編
国
歌
大
観　

第
一
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村
上
天
皇
第
七
皇
女

九
六
九-

九
七
四　

隆
子
女
王

醍
醐
天
皇
皇
孫（
三
年
後
に
斎
宮
寮
で
薨
去
）

九
七
五-

九
八
四　

規
子
内
親
王（
徽
子
女
王
の
娘
）

醍
醐
天
皇
皇
孫　

村
上
天
皇
皇
女

　

具
平
親
王
の
姉
で
あ
る
楽
子
内
親
王
が
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）と

規
子
内
親
王
に
隣
接
す
る
斎
宮
で
あ
る
こ
と
も
注
目
で
き
る
。
醍
醐

天
皇
皇
孫
と
あ
る
よ
う
に
、
具
平
親
王
と
楽
子
内
親
王
の
母
・
荘
子

と
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）は
父
親
が
異
母
兄
弟
で
あ
り
、
醍
醐
天
皇

を
祖
父
に
持
つ
。

（
二
十
一
）　

著
袴
と
は
子
ど
も
が
性
差
を
問
わ
ず
は
じ
め
て
袴
を
着

る
通
過
儀
礼
の
こ
と
で
あ
る
。『
西
宮
記
』
に
は
公
卿
参
候
が
親

王
家
よ
り
酒
肴
を
給
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
と
き
祝

い
の
席
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
二
十
二
）　
『
大
鏡　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

三
十
四
』（
一
九

九
六
年
六
月
二
〇
日
第
一
版　

小
学
館
）

（
二
十
三
）　

具
平
親
王
の
母
・
荘
子
と
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）の
関

係
に
着
目
し
た
論
文
と
し
て
は
、
川
田
康
幸
氏
「『
栄
花
物
語
』

に
お
け
る
具
平
親
王
像
　

―
　

そ
の
叙
述
の
特
色
」（『
信
州
豊
南
女

子
短
期
大
学
紀
要
』
九
号　

一
九
九
二
年
三
月
）が
あ
る
。
こ
こ

で
は
二
人
の
女
御
を
比
較
し
、
そ
の
類
似
点
を
見
出
し
て
い
る
。

え
る
。
し
か
し
、
斎
宮
女
御
が
皇
子
を
亡
く
し
た
二
年
後
に
登
子

は
入
内
し
て
い
る
。
登
子
が
村
上
天
皇
の
寵
愛
を
集
め
た
と
『
大

鏡
』『
栄
花
物
語
』
に
伝
わ
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
両
者
に
緊
張

関
係
が
存
在
す
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。

（
十
九
）　

注（
五
）に
同
じ
。

（
二
十
）　

具
平
親
王
の
実
姉
・
楽
子
内
親
王
も
斎
宮
に
な
っ
て
い
る
。

楽
子
内
親
王
は
天
暦
六
年
生
ま
れ
で
、
村
上
天
皇
の
第
六
皇
女
で

あ
る
。
天
暦
九
年
に
伊
勢
斎
宮
と
な
り
、
康
保
四
年
に
村
上
天
皇

の
崩
御
に
よ
り
退
任
し
た
。
長
徳
四
年
薨
去
。
四
十
七
歳（『
日
本

紀
略
』）。
ち
な
み
に
徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）か
ら
規
子
内
親
王
ま

で
の
歴
代
斎
宮
を
並
べ
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

九
三
六-

九
四
五　

徽
子
女
王（
斎
宮
女
御
）

醍
醐
天
皇
皇
孫　

重
明
親
王
女　

村
上
天
皇
女
御

九
四
六-

九
四
六　

英
子
内
親
王

醍
醐
天
皇
皇
女（
群
行
前
に
薨
去
）

九
四
七-

九
五
四　

悦
子
女
王

醍
醐
天
皇
皇
孫　

重
明
親
王
女（
徽
子
女
王
の
妹
）

九
五
五-

九
六
七　

楽
子
内
親
王（
具
平
親
王
の
姉
）

醍
醐
天
皇
皇
孫　

村
上
天
皇
第
六
皇
女

九
六
八-

九
六
九　

輔
子
内
親
王（
安
子
の
娘
）
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て
川
田
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。

（
二
十
四
）　

応
和
元
年（
九
六
一
）は
斎
宮
女
御
が
皇
子
を
妊
娠
し
て

い
た
時
期
と
重
な
る
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ

る
か
。

（
二
十
五
）　

そ
も
そ
も
著
袴
の
儀
が
ど
こ
に
お
い
て
行
わ
れ
た
か
と

い
う
こ
と
自
体
、
記
録
に
残
る
こ
と
が
稀
で
あ
る
。
同
じ
村
上
天

皇
の
皇
子
皇
女
で
も
守
平
親
王
、
選
子
内
親
王
も
ど
こ
に
お
い
て

行
わ
れ
た
か
は
記
さ
れ
ず
、
規
子
内
親
王
も
ま
た
「
女
四
親
王
規

子
於
内
裏
初
筓
」（『
日
本
紀
略
』）と
あ
る
よ
う
に
具
体
的
に
ど
こ

で
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
母
親
の
住
ま
い
や
直

盧
で
あ
る
場
所
で
開
催
さ
れ
た
場
合
に
限
っ
て
省
略
さ
れ
る
の
か

も
し
れ
ず
、
母
親
の
女
御
の
直
盧
で
は
な
く
別
の
女
御
の
住
ま
い

や
直
盧
で
行
わ
れ
た
場
合
な
ど
通
例
と
異
な
る
時
の
み
、
特
記
す

べ
き
情
報
と
し
て
記
載
さ
れ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

（
二
十
六
）　
『
大
鏡
』
二
〇
二
段
は
、
斎
宮
女
御
の
琴
の
音
が
訪
れ

の
途
絶
え
て
い
た
村
上
天
皇
の
足
を
運
ば
せ
た
こ
と
を
伝
え
る
。

同
様
の
記
述
は
『
斎
宮
女
御
集
』
に
も
存
在
す
る
。

（
二
十
七
）　
『
秦
箏
相
承
血
脈
』
に
は
村
上
天
皇
の
弟
子
と
し
て
具

平
親
王
と
徽
子
女
王
に
続
き
、
藤
原
芳
子（
宣
耀
殿
女
御
）と
芳
子

の
兄
・
藤
原
済
時（
左
大
将
、
小
一
条
）が
挙
が
っ
て
い
る
。『
大

鏡
』（
巻
第
四　

み
は
て
ぬ
ゆ
め
）に
も
村
上
天
皇
か
ら
芳
子（
宣
耀

殿
女
御
）に
伝
授
し
、
芳
子
の
兄
・
済
時
に
も
伝
授
し
た
と
い
う

記
述
が
確
認
で
き
る
。
参
照

：『
群
書
類
従　

第
十
九
輯　

管
絃

部　

蹴
鞠
部　

鷹
部　

遊
戯
部　

飲
食
部
』（
続
群
書
類
従
完
成
会

発
行　

一
九
三
二
年
一
〇
月
）

村
上
天
皇
の
後
宮
に
参
上
し
た
女
性
達
で
、
父
が
親
王
で
あ
り
、

醍
醐
天
皇
の
孫
娘
に
あ
た
る
と
い
う
高
貴
な
血
筋
の
女
御
達
は

こ
の
二
人
だ
け
で
あ
る
。
父
が
兄
弟
で
あ
っ
た
と
い
う
の
に
加

え
、
彼
女
達
の
母
親
達
も
そ
の
父
が
そ
れ
ぞ
れ
、
大
臣
と
い
う

大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と
に
気
付
く
。

　

川
田
氏
は
二
人
が
高
貴
な
身
分
で
あ
る
こ
と
や
同
族
で
あ
る
こ
と

の
他
に
も
年
齢
の
近
い
こ
と
や
皇
女
皇
子
の
出
産
時
期
が
近
い
こ
と

に
も
触
れ
な
が
ら
、
特
に
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
後
見
を
早
く
に
失

う
境
遇
に
つ
い
て
述
べ
る
。
具
平
親
王
の
著
袴
の
儀
が
行
わ
れ
た
康

保
三
年（
九
六
六
）の
時
点
の
二
人
の
境
遇
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

る
。

康
保
三
年（
九
六
六
）当
時
の
二
人
は
境
遇
が
大
変
よ
く
彼
女
達

に
は
当
時
既
に
支
え
て
く
れ
る
べ
き
、
し
か
る
べ
き
後
見
が
い

な
か
っ
た
。
徽
子
女
王
も
荘
子
女
王
も
両
親
を
既
に
失
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
重
明
親
王
は
天
暦
八
年（
九
五
四
）九
月
十
四
日

に
四
十
九
歳
で
薨
去
し
、
徽
子
女
王
の
母
は
そ
れ
以
前
の
天
暦

八
年（
九
四
五
）に
死
亡
し
て
い
た
。
荘
子
女
王
が
両
親
を
亡
く

す
る
の
は
も
っ
と
早
く
、
幼
少
の
頃
で
あ
っ
た
。
代
明
親
王
は

承
平
七
年（
九
三
七
）三
月
二
十
九
日
に
薨
去
し
、
荘
子
女
王
の

母
は
承
平
六
年（
九
三
六
）三
月
十
八
日
に
死
亡
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
政
治
的
な
基
盤
を
失
い
、
有
力
な
後
見
を
持
っ
て
い

な
い
と
い
う
母
・
荘
子
と
斎
宮
女
御
の
二
人
の
境
遇
の
類
似
に
つ
い
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【
参
照
文
献
】

『
続
神
道
大
系　

朝
儀
祭
祀
編　

一
代
要
記（
一
）』（
神
道
大
系
編
纂

会　

精
屋
社　

平
成
十
七
年
八
月
九
日
）

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

五
一　

十
訓
抄
』（
小
学
館　

一
九
九

七
年
十
二
月
発
行
）

『
新
訂
増
補　

国
史
大
系　

第
五
十
九
巻　

尊
卑
文
脈　

第
二
篇
』

（
吉
川
弘
文
館　

昭
和
四
十
一
年
八
月
発
行
）

『
増
補　

史
料
大
成　

小
右
記　

一
』（
臨
川
書
店　

昭
和
五
十
年
十

一
月
発
行
）

『
群
書
類
従　

第
八
輯　

装
束
部　

文
筆
部
』（
続
群
書
類
従
完
成
会　

昭
和
五
十
五
年
三
月
発
行
）

『
新
訂
増
補　

故
実
叢
書　

第
十
八
回
』（
明
治
図
書
出
版　

吉
川
弘

文
館　

昭
和
三
十
年
十
二
月
一
日　

）

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

二
九　

袋
草
紙
』（
岩
波
書
店　

一
九
九

五
年
十
月
三
十
日
）

（
お
は
ら　

み
と
き　

本
大
学
院
博
士
課
程
前
期
）

（
二
十
八
）　
「
源
順
集
」（『
新
編
国
歌
大
観　

第
三
巻　

私
家
集
編
Ⅰ　

歌
集
』
昭
和
六
十
年
五
月
十
六
日
初
版　

角
川
書
店
）一
六
三
番

に
は
規
子
内
親
王
が
野
宮
に
て
庚
申
の
遊
び
を
行
っ
た
時
の
こ
と

が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
注
6
『
拾
遺
集
』
と
時
を
同
じ
く
し
て
い

る
。
ま
た
、
二
七
二
番
の
詞
書
に
も
「
伊
勢
規
子
斎
内
親
王
の
群

行
の
の
ち
、
か
へ
る
あ
し
た
に
、
斎
王
の
御
前
に
て
饗
禄
等
た
ま

ふ
に
、
男
女
う
た
よ
む
に
た
て
ま
つ
る
」
と
あ
り
、
斎
宮
女
御
母

娘
と
源
順
と
の
親
交
の
深
さ
が
わ
か
る
。

（
二
十
九
）　
『
新
編
国
歌
大
観　

第
五
巻　

歌
合
編
、
歌
学
書
・
物

語
・
日
記
等
収
録
歌
編　

歌
集
』（
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
〇
日
初

版
、
角
川
書
店
）

（
三
十
）　
「
中
務
集
」
に
「
前
斎
宮
の
五
十
賀
の
御
屛
風
」（『
新
編
国

歌
大
観　

第
三
巻　

私
家
集
編
Ⅰ　

歌
集
』（
昭
和
六
十
年
五
月
十

六
日
初
版　

角
川
書
店
））と
あ
る
こ
と
か
ら
五
十
の
賀
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
年
号
は
『
日
本
紀
略
』
か
ら
逆
算
し

た
。

（
三
十
一
）　

注（
四
）に
同
じ
。

（
三
十
二
）　

贈
答
時
期
に
つ
い
て
は
既
に
矢
澤
由
紀
氏
「
伝
寂
然
筆

『
具
平
親
王
集（
中
務
親
王
集
）』
の
新
出
資
料
」（『
中
央
大
学
国
文　

第
五
十
七
号
』
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
五
日　

中
央
大
學
國
文

學
會
）の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
三
十
三
）　

具
平
親
王
の
漢
詩
文
に
お
け
る
活
躍
に
つ
い
て
は
大
曽

根
章
介
氏
「
具
平
親
王
考
」（『
国
語
と
国
文
学
』
三
五
・
一
二
、

一
九
五
八
年
十
二
月
）が
詳
細
で
あ
る
。


